


















  私たちの周産期センターでは,1994 年から正常母子については生後 2 時間以内の完全母

子同室と母乳育児をすすめてきた.そこでみられる母子の相互作用,愛着形成の過程は,本

来ヒトの親子にとって何が大切なことなのか－という本質的な問題を私たち医療従事者に

問いかけることになった.

  同じ周産期センター内に位置する新生児部門では, 日夜重症な新生児の救命と哺育が行

われている.新生児集中治療の進歩は極低出生体重児の救命率向上に寄与してきたが,その

機械的環境と技術中心の医療のために,親子のきずな形成にとっては決して好ましい環境

ではない.このような環境下にあって,母子関係の形成を支援し,母子一体としての発達を

どのように促進していくかが,医師・看護婦・臨床心理士の共通の命題となっていた.

  そこで皮膚接触を中心とした母子発達促進プログラムであるカンガルーケアを取り入れ

ることにした.今回は,その概要と効果について慨説してみたい.


